
・落ち葉やごみを取り除き、
   排水路を確保する。

・外壁に亀裂等はないか確認。 ・耐水性の壁により浸水を防ぐ。

緑地・花壇

雨の日はバケツなどに水を溜める

・瓦やとたんのひび・割れ・
   はがれはないか確認。

・控え壁はあるか。
・傾き・ひび割れはないか。
・基礎の根入れは十分あるか。
・高すぎないか。

・雨水がしみこみ
   やすい歩道

雨水浸透ます止水板

・住宅に降った雨水を
   地中にしみこませる。

・室外機が浸水
   しないか確認。

・浄化槽のふたがしっかり
   閉まっているか確認。

・鉢植えや物干し竿などの
   飛散の危険はないか確認。

・防水性のへいで
   家を囲む。

・窓ガラスにひび割れ、窓枠の
   ガタツキはないか確認。

・雨どいに破損がないか確認。
・落ち葉や土砂のつまりがないか確認。

敷
地
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・家の基礎を
   高くする。

・盛り土をして敷地
   全体を高くする。

□ 家や職場の場所を決める前に、ハザードマップ
     を確認して、災害リスクの低い地域を選ぶ
□ 建物を浸水被害を受けにくい構造にする
 （土地の嵩上げ・高床式等）

家の構造や住まい方を工夫する

□ 雨水タンクや浸透ますを設置する
□ 庭や敷地を雨水が浸み込みやすい緑地や
　 舗装にする
□ 雨の日に庭にバケツを出して雨水を溜める
□ 雨の日にお風呂の水を流さないようにする
     （下水への負担を減らす）

雨水を溜める・しみこませる

□ 台風情報や大雨情報を収集する
□ 食料・飲料水、医薬品などを準備
□ 危険な場所・避難場所などをハザード 
 マップで確認し、マイ・タイムライン
 ( 避難行動計画）を作成する
□ 物が風で飛散しないよう、敷地内の点検 
 や整理整頓をする
□ 排水路の清掃や土のうの準備をする

災害に備える

小さなことでもみんなで取組めば大きな力になります！

ハザードマップ
ポータルサイト

マイ・タイム
ライン

逃げなきゃ
コール

土のうと板による簡易止水板

雨水貯留タンク

透水性舗装
砕石

雨水浸透管
浸透側溝

防災マップ

河川

嵩上げ 高台整備

氾濫域

移転

　土地の成り立ちや災害リスクの予測をもとに地域で話し合い、
より安全な場所への住み替えや遊水池の整備など、災害に強い
住まい方（土地利用）を工夫していく必要があります。
また、防災訓練や清掃活動など日ごろから地域で取組むことに
より、災害時の共助につながります。

嵩上げ 高台整備

氾濫域

移転

堤防

河川区域 高台・段丘の上等

堤防 農地
新築禁止

山国川流域では、河川・森林・農地などで様々な災害対策を行うことで私たちの暮らしが守られています。しかし、今後ます
ます激しくなる気候変動の下で災害をゼロにすることはできません。一人ひとりが流域の恵みや災いについて知り、自分事とし
てできる取組を続けていくことが大切です。
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持続可能な暮らしに向けて

まちづくりとしての取組

家庭でできる取組

⑤家庭・まちでできる対策編

山国川流域治水
知る

知らせる山国川圏域 流域治水 山国川流域の暮らしを

みんなで守るこれからの治水

山国川流域の暮らしを

みんなで守るこれからの治水


